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東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
は
、

３
月
９
日
、
令
和
２
年
度
全
体
連
絡

会
議
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

（新

宿
）
で
開
催
し
、
約
８０
名
が
出
席
し

　

あいさつする

　　　　　

あいさつする
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た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、

講
演
と
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
の
結
果
発
表
の
み

（表
彰
式

及
び
交
流
懇
親
会
は
中

止
）
と
し
、
参
加
人
数
を

大
幅
に
減
ら
し
た
。

全
体
連
絡
会
議
で
は
、

始
め
に
講
演
が
行
わ
れ
、

休
憩
の
後
、
中
島
三
枝
子

会
長

（新
宿
法
人
会
理

事
）、
南
山
幸
弘
女
性
部

会
担
当
副
会
長

酋
豆島
法

人
会
会
長
）
の
挨
拶
が
あ

【浅草法人会】番達実希乃さん（５年生）

東京都主税局長賞・優秀賞

　．
‐

り
、
東
法
連
女
連
協
に
よ
る

令
和
２
年
度

「税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

選
考
結
果
発
表
を
行
っ
た
。

法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています
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東京都知事賞
東法連女連協会長賞

【上野法人会】山近晴也さん（６年生）

【葛飾法人会】丸山璃奈さん（６年生）

東

　

法

　

運

「税に関する絵はがきコンクール」
応募作品１万９０００件 入選作品決まる

東法連女性部会連絡協議会
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東濫建ニューズ２０２１年（令和３年）４・５月号

東
京
国
税
局
長
賞
及
び
全
法
連
女
連

協
会
長
賞
に
は
、
浅
草
法
人
会
推
薦
の

番
淫
実
希
乃
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ

た
。
そ
し
て
東
京
都
知
事
賞
及
び
東
法

連
女
連
協
会
長
賞
に
は
、
上
野
法
人
会

推
薦
の
山
近
晴
也
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
た
。
ま
た
、
優
秀
賞
５
作
品
の
う
ち

１
作
品
を
東
京
都
主
税
局
長
賞
と
す
る

こ
と
と
し
、
葛
飾
法
人
会
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
、
丸
山
璃
奈
さ
ん
の
作
品
が
選

ば
れ
た
。
そ
の
他
、
優
秀
賞
に
は
小
石

川
、
品
川
、
荒
川
、
東
村
山
の
各
法
人

会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
４
作
品
が
選
ば
れ

た
。

入
賞
作
品
の

選
考
は
、
２
月

１７
日
開
催
の
第

３
回
東
法
連
女

連
協
役
員
会
に

お
い
て
、
東
京
国
税
局
及
び
東
京
都
主

税
局
の
法
人
会
担
当
者
や
、
役
員
、
相

談
役
、
顧
問
ら
が
選
考
委
員
と
な
り
、

密
を
避
け
る
等
の
感
染
症
対
策
を
講
じ

て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
専
門
家
の
立
場

か
ら
、
東
京
都
図
画
工
作
研
究
会
顧
問

で
、
帝
京
大
学
教
育
学
部
教
授
の
辻
政

博
氏
が
選
考
委
員
を
務
め
た
。

コ
□
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
の
中

東
京
全
体
で
３５
会
が
実
施

令
和
２
年
度
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
小
学
校
の
授

業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
影
響
を
及
‐ぼ
し
、

や
む
を
得
ず
実
施
が
で
き
な
か
っ
た
単

位
会
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た

も
の
の
、
東
京
全
体
で
３５
会
が
実
施
、

３４
会
か
ら
応
募
が
あ
り
、
応
募
件
数
は

約
１
万
９
千
件
で
あ
っ
た
。
な
お
、
選

考
対
象
の
３４
作
品
は
会
場
入
口
に
掲
示

し
た
。

る

講
演
で
は
、

家
で
感
性
マ

１
ケ
テ
イ
ン
グ

別
の
第
一
人
者
で

も
あ
る
黒
川
伊

　　　　　　　

も
あ
る
黒
川
伊

保
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「感
性
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ

女
性
脳
が
活
躍
す
る
時

代
の
脳
科
学
的
経
営
学
」
を
テ
ー
マ

に
、
問
題
解
決
型
と
共
感
型
等
、
男
女

の
脳
の
違
い
や
、
時
代
や
流
行
を
踏
ま

え
た
経
営
に
つ
い
て
話
を
聴
い
た
。
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令和３年度事業計画・予算を承認する理事会

『税
』
に
関
す
る
活
動
に
力
点
を
置
き

な
が
ら
、
行
政
と
連
携
し
た
公
益
性
の

高
い
事
業
展
開
に
努
め
る
と
と
も
に
、

法
人
会
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、
会
員

増
強
及
び
会
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

も
一
層
力
を
注
ぎ
諸
施
策
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
政
府
等
が
実
施
す
る
各
種

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
等
に
関
す
る
情
報
提

供
を
行
う
。
」
と
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
予
算
で
は
、
経
常
収
益

の
全
法
連
助
成
金
が
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

影
響
で
前
年
度
予
算
費
約
１
６
０
０
万

自分のカラダと“がん のこと、 ちょっとだけ考えてみませんか

　

．「

　
　

円
の
減
少
、
経

常
収
益
合
計
で

は
約
２
億
３
５

ｏ
ｏ
万
円
の
年

間
予
算
と
し
て

い
る
。

ま
た
、
第
９

回
通
常
総
会
は

例
年
開
催
し
て

い
る
明
治
記
念

館
は
改
修
工
事

の
た
め
、
６
月

１０
日
に
目
黒
の

ホ
テ
ル
雅
叙
園

東
京
で
開
催
す

る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。
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に
努
め
事
業
を
展
開

　　　

れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に

　　　　　　　　　　　　　

お
け

る
東
法
連

の

の
事
業
計
画
・予
算
を
承
認

　　

対
応
に
っ
ぃ
て
報

　　　　

東
法
連

理
事
会

　　

告
さ
れ
た
他
、
令

　

東
法
連
理
事

　

和
３
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
等
に

会
が
３
月
１７
ロ
、

つ
い
て
審
議
を
行
な
い
承
認
さ
れ
た
。

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ

　　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応
で
は
、
ウ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
各
単
位

東
京
で
開
催
さ

　

会
と
も
運
営
面
や
事
業
面
に
お
い
て

様
々
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
た
め
、

東
法
連
で
は
今
後
も
対
策
支
援
金
の
配

賦
、
直
接
的
な
加
入
勧
奨
が
困
難
な
こ

と
か
ら
新
設
法
人
に
対
す
る
Ｄ
Ｍ
の
送

付
、
各
種
研
修
用
動
画
の
作
成
・
配
信

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
お
け
る
活

動
の
基
本
方
針
で
は
、
「
コ
ロ
ナ
感
染

予
防
に
努
め
、
法
人
会
の
原
点
で
あ
・る

東
京
国
税
局
長
賞
ー
浅
草
法
人
会
推
薦
作
品

東
京
都
知
事
賞
ー
上
野
法
人
会
推
薦
作
品

東
京
都
主
税
局
長
賞
１
葛
飾
法
人
会
推
薦
作
品

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
努
め
事
業
を
展
開

　

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
・予
算
を
承
認



　　
　
　
　
　
　　

　　　　　　　　

・
四
谷
法
人
会

　

連
要
望
取
り
ま
と
め
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ

会
長
）
が
、
２
月
２４
日
全
法
連
会
館
で

　

ー
ル
は
別
掲
の
と
お
り
。

開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
の
‐事
業
計
画

　　

単
位
会
で
は

「た
た
き
台
」
や
全
法

等
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
た
。

　　　　　

連
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
適
宜
活
用
し
、
要

　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
で
は
、
活
動

　

塾
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
上
で
、
５
月

計
画
に
お
い
て

「令
利
４
年
度
税
制
改

　

中
旬
ま
で
に
東
法
連
あ
て
提
出
し
て
い

正
要
望
の
取
り
ま
と
め
」、
「税
制
改
正

　

た
だ
く
。
東
法
連
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
集

等
へ
の
対
応
」
等
を
掲
げ
て
お
り
、
取

　

計
結
果
、
単
位
会
か
ら
の
要
望
事
項
等

り
ま
と
め
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
状

　

を
も
と
に
６
月
開
催
予
定
の
税
制
税
務

況
を
鑑
み
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
要
望

　

委
員
会
で
令
和
４
年
度
東
法
連
要
望
事

活
動
を
行
う
こ
と
と
す
る
と
し
て
い
る
。
項
案
を
作
成
す
る
。
そ
の
後
、
東
法
連

　

ま
た
、
「税
関
連
の
研
修
」
と
し
て

　

理
事
の
承
認
を
得
た
上
で
全
法
連
あ
て

税
制
講
演
会
等
税
制
関
係
者
に
的
を
絞

　

提
出
す
る
。

っ
た
研
修
会
．
セ
ミ
ナ
ー
等
を
企
画
実

　　

渡
辺
博
史
氏
を
招
き
税
制
講
演
会

　　

施
す
る
ほ
か
、
国
税
当
局
と
の
連
携
、

　　

外
部
媒
体
や
動
画
配
信
等
を
活
用
す
る

　　

な
ど
、
単
位
会
単
独
で
は
実
施
困
難
と

　　

思
わ
れ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
展
開
を
検
討

　　

す
る
と
し
て
い
る
。

　　　

令
和
４
年
度
税
制
改
正
要
望
の
取
り

（

ま
と
め
に
あ
た
っ
て
は
、
東
法
連
事

廉鷲建ニュース２０２１年（令和３年）４・５月号

テ
ー
マ
「最
近
の
世
界
経
済
の
動
向
」

　　　　　　　　

東
法
連
は
３

ｍ総
務
謡

『み漆
誓

　　　

い
て
、
公
益
財

税
制
税
務
委
員
会

務
局
が
作
成
し
た

「た
た
き
台
」
が

示
さ
れ
、
こ
れ
を

基
に
各
単
位
会
に

団
法
人
国
際
通
貨
研
究
所
理
事
長
の
渡

　

東
法
連
の
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
動
画
を

辺
博
史
氏
を
招
き
、
税
制
講
演
会
を
開

　

公
開
し
て
い
る
。

催
し
た
。
テ
ー
マ
は
、
「最
近
の
世
界

　

赤
字
財
政
は
永
遠
に
続
け
ら
れ
な
い

経
済
の
動
向
～
マ
ク
ロ
経
済

・
金
融
を

　

国
民
と
政
府
と
の
間
で
信
頼
関
係
を

中
心
に
～
」
で
、感
染
症
対
策
の
た
め
、

構
築
す
る
こ
と
が
重
要

参
加
者
は
各
単
位
会
会
長
お
よ
び
税
制

　　

講
演
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

委
員
、
東
法
連
税
制
税
務
委
員
な
ど
原

　

世
界
経
済
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
、
英

則
各
会
２
名
と
し
、
当
日
は
約
４０
名
が

　

米
の
有
力
情
報
誌
の
風
刺
画
を
資
料
に

参
加
し
た
。

　　　　　　　　　　　　

解
説
し
た
。

ま
た
、
４
月
末
ま
で
の
期
間
限
定
で

　　　

各
国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

＜令和３年度の税制改正要望取りまとめスケジュール＞

月
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委

獅鹸明
第２回税制税務委員会（第「回連絡協議会）令和３年９月

「０月
（法人会全国大会）

「１月 活

　

．□提
獅■ ー

「２月

欄温獅榊法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

（４
頁
へ
つ
づ
く
）

税
制
改
正
要
望
「た
た
き
台
」を
作
成

令
和
３
年
度
事
業
計
画
等
を
審
議



（３
頁
か
ら
）

対
応
で
財
政
収
支
を
無
視
し
て
支
出
を

増
や
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
赤
字
財
政

を
永
遠
に
続
け
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。

全
て
の
人
に
最
適
な
正
解
は
な
い
の

で
、
政
府
は
何
の
た
め
に
使
う
の
か
、

本
当
に
必
要
な
出
費
な
の
か
優
先
順
位

を
考
え
た
議
論
を
重
ね
、
国
民
に
説
明

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
国
民
と
政
府
と
の
間
で
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と

し
た
。

報
告
が
あ
っ
た
。
１２
月
末
現
在
、
全
法

連
ベ
ー
ス
で
は
、
新
規
加
入
企
業
数
令

利
２
年
度
目
標
の
２
９
０
１
３
社
に
対

し
１
４
１
８
３
社
、
達
成
率
は
４８

・
９

％
。
東
法
連
ベ
ー
ス
で
は
、
目
標
の
４

０
８
５
社
に
対
し
１
６
２
９
社
、
達
成

率
は
３９

・
９
％
で
あ
っ
た
。

な
お
、
５

　

０
周
年
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
標

に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
あ

り
現
在
全
法
連
で
調
整
中
で
あ
る
。
単

年
度
で
は
周
年
事
業
が
完
結
し
な
い
恐

れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
・
４
年

の
２
年
間
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

新
規
共
益
事
業
で
は
、
レ
ク
サ
ス
特

別
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
東
法
連
オ
リ
ジ

ナ
ル
会
員
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
導

入
し
、会
員
メ
リ
ッ
ト
の
向
上
を
図
る
。

　

／
　

「自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
の
利
用
拡
大
な
ど

令
和
３
年
度
事
業
計
画
等
を
審
議

公
益
事
業
委
員
会

「地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」

令
和
３
年
度
も
積
極
的
に
推
進

　

「地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
度
の
２
月
現
在
の
提

出
状
況
は
１
４
３
２
件
で
、
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
令
和
元
年
度
の
１
５
６
０

件
を
や
や
下
回
っ
て
い
る
。
報
告
書
の

束鷲蓬ニューズ２０２１年（令和３年）４・５月号

　　

÷

　　　　　　

長

・
八
王
子
法

人
△文
頁
長
）
が
、
３
月
４
日
、
全
法
連

会
館
で
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
公
益

事
業
関
連
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
審

議
し
た
。

事
業
計
画
で
は
、
公
益
事
業
活
動

は
、
弓
き
続
き
税
を
中
心
と
し
て
行

う
。
租
税
教
育
は
、
青
連
協
、
女
速
協

の
協
力
の
も
と
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
て
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
中

小
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向

上
に
向
け
た

「自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
の
健
全
な

発
展
を
目
的
と
し
、
利
用
拡
大
に
向
け

更
な
る
推
進
を
図
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
ほ
か
、「地
球
温
暖
化
対
策
報
告
書
」

提
出
を
は
じ
め
と
し
た
環
境
対
策
事

業
、
並
び
に
職
場
の
健
康
づ
く
り
支
援

事
業
を
東
京
都
と
連
携
し
て
取
り
組
む

ほ
か
、
引
き
続
き
公
益
事
業
活
動
の
充

実
を
図
る
。

提
出
は
本
来
の
温
暖
化
防
止
対
策
に
加

え
、
取
り
組
み
を
行
う
中
で
自
社
の
状

況
を
把
握
し
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な
げ

る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
令
和
３
年
度

も
引
き
続
き
積
極
的
な
推
進
を
図
る
こ

と
に
な

っ
た
。

併
せ
て
、
東
法
連
で
は
令
和
２
年
度

同
様
、
節
電
、
省
エ
ネ
推
進
ポ
ス
タ
ー

や
チ
ラ
シ
の
作
成
配
布
、
企
業
の
省
エ

ネ
、
節
電
の
参
考
と
な
る
資
料
・
情
報

の
提
供
等
を
行
う
。

自分のカラダと”がん

、

　

ず

　

　

　

の

　

軸

　

み

　

て

　　

　　　

　

だ

は

　

と

－＝

　

お

　　

　

　
　

９

　　

と

４

　

咲

　
　
　　
　
　
　　　

　　　　　　　　　　　　　　

を
推
進
す
る
と
し
た
。
「
厚
生
共
益
事

　

　　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　　　　　　　　　

の
推
進
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
と

　　　　　　　　

長

・
立
川
法
人

　

し
、
単
位
会
及
び
受
託
３
社
と
の
連
携

会
会
長
）
が
、
３
月
８
ロ
、
全
法
連
会

　

を
強
化
し
福
利
厚
生
制
度
の
拡
大
を
目

館
で
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
事
業
計

　

指
し
た
推
進
を
図
る
と
し
て
い
る
。

画
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　　　　　

『会
員
企
業
を
守
り
た
い
』キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

事
業
計
画
の

「研
修
の
充
実
と
経
営

　

達
成
率
は
４８
・９
％

支
援
活
動
の
推
進
」
で
は
、
多
様
な
二

　　

令
和
２
年
度
総
括
の
中
で
、
全
法
連

ー
ズ
に
応
え
る
研
修

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開

　

が
取
り
組
ん
で
い
る

「想
い
を
つ
な
い

催
に
努
め
る
。
こ
の
た
め
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信

　

で
５０
年

『会
員
企
業
を
守
り
た
い
』
キ

を
積
極
的
に
活
用
し
研
修
内
容
の
充
実

　

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て


